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ふき採り 宕陰校の5月は毎年恒例のふき採りから始まりました。茎の太い“大物”を

手にして目を輝かす子どもたちの表情は、雨雲の下でもとても晴れやかで眩しいものでした。

班ごとに分かれて摘み取ったふきを意気揚々と学校に持ち帰り、出荷しやすいように手を加え

ます。葉を落とす作業、同じ大きさごとにそろえる作

業、輪ゴムで束ねる作業。慣れた様子の上級生の手さば

きを見ながら、下級生たちもやり方を覚えていきます。

今年度も「越畑フレンドパーク まつばら」さんに買い取っていただき得た収益は、義援

金として寄付する予定です。地域の皆様、子どもたちのためにふきを残しておいていただ

きありがとうございました。 

 

田植え ５月１０日（水）、全校児童生徒で田植えを行いまし

た。4月に播種を行い、わずかな期間でのびのびと育った苗を一人一人

が丁寧に植えました。泥に足をとられて尻もちをついたり、身動きが取

れなくなったり、田植えの難しさと醍醐味を肌で感じながら、楽しく作

業することができました。地域の小野さんには、今年度も一年を通して

苗のお世話や米作りについてのご指導

をしていただいています。方法や知識

とともに、お米作りの楽しさや喜びも学ばせていただいています。ありがとうございます。 

米作りの体験学習は、秋の稲刈りや脱穀へと続いていきます。 

 

春の遠足 ５月２６日（金）、２・４・６年生が遠足に出かけました。主な行先は御室八十八箇所と金閣寺です。 

御室八十八箇所巡りでは、２つのグループに分かれた子どもたちが、励ましあいながら何段

もの石段を上り、八十八の札所を回りました。金閣寺では世界各国から来られている多くの

外国人観光客の方々と共に“日本の歴史的建造物”を間近で味わうことができました。 

御室の山から見下ろす京都市の壮大な景色も、観光地での超満員のバスに乗る経験も、日常

では得難い財産です。宕陰でしか経験できないこと、宕陰だけでは味わえないこと、これか

らもそれぞれの学びを大切に歩んで行きたいと考えています。 

 

草刈り ５月２７日（土）、ＰＴＡ主催の草刈りが行われました。早朝より、学校運営協

議会・体育振興会をはじめ保護者や地域の皆様には、大変お世話にな

りました。おかげさまで、グランドや学校周辺、校庭が見違えるよう

にすっきりしました。これで、児童生徒たちも気持ちよく、より安全

に学校生活を送ることができることと思います。お忙しい中、ご協力

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

校長室より 

 広島でのＧ７サミットが終わりました。被爆都市

広島に各国首脳が集まり、平和について意見交流が

行われたのは、大変意義のあるものだったと思いま

す。核や戦争のない世界を誰もが望んでいます。た

だ、核の抑止力によって平和が維持されているとい

う考えがあることも理解はしています。また、ウクラ

イナの平和のために、戦争支援として、多くの武器を

供給することを各国首脳が共通認識した事実も理解

できます。しかし、平和の維持のために核や武器が必

要だという考えには、なんとも胸がつまります。た

だ、日本は戦争における唯一の被爆国です。核の恐ろ

しさと核なき世界の実現に向けて強く発信しなけれ

ばならないと思います。 

核の恐ろしさは、その破壊力だけでなく放射線に

よる人体への影響です。広島の「原爆の子」のモデル

になった佐々木禎子さんの話が有名です。２歳で被

爆したものの奇跡的に無傷で、その後元気に育ちま

す。しかし、９年後の小学校６年生で白血病を発病し

亡くなられます。戦争が終わっても、いつまでも放射

線の被害は続いたのです。 

若い頃勤務していた学校で、ベラルーシの子ども

たちと交流をしたことがあります。ベラルーシは１

９８６年チェルノブイリ原発事故で、最も被害を受

けた国です。爆弾ではなく、原子力発電所の事故によ

る被爆です。土壌や水が放射線で汚染され、多くの

人々が影響を受けました。放射線症となった子ども

たちを転地療養として日本に迎え入れるボランティ

ア団体があって、そのつてで子どもたちとの交流が

実現しました。当時クラスの生徒たちと、茶道や凧揚

げでもてなしたのを記憶しています。ベラルーシか

ら来た一人の男の子が、お礼にダンスを披露してく

れました。あまりにも上手なダンスに感激すると、

「ダンスをしている時だけ、体の痛みを忘れられる

んだ。」とニッコリ笑って答えてくれました。この小

さな子どもの、放射線の病気の痛みといつ死ぬかも

知れない恐怖と向き合いながらの、それでもけなげ

に生きていく姿に、言葉を失いました。 

 平和の維持は大変なのかもしれませんが、将来の

子どもたちのためにも、核なき世界、戦争のない世界

を実現させなければならないと思います。 

日 曜 ６ 月 行 事 予 定

1 木 フッ化物洗口  ＡＬＴ来校　本部会

2 金 部活動1st

3 土

4 日

5 月 チャレンジ体験８・９年Ⅰ    

6 火 チャレンジ体験８・９年Ⅱ

7 水
チャレンジ体験８・９年Ⅲ
1万歩運動の日　ＳＣ来校

8 木
チャレンジ体験８・９年Ⅳ ＡＬＴ来校
フッ化物洗口　⑤授業研究２年

9 金
巡回文庫　自由参観   部活動1st
サマーキャンプ保護者説明会

10 土

11 日

12 月
教育相談Ⅰ　保健安全の日
発育測定   預り金振替日

13 火
教育相談Ⅱ
③選書会　⑥宕陰太鼓

14 水
教育相談Ⅲ　本部会　⑥プール清掃
1万歩運動の日   ＳＣ・ＳＶ来校

15 木
フッ化物洗口　ALT来校
⑤避難訓練・引き渡し

16 金 部活動1st　プール注水

17 土

18 日

19 月 夏服開始　５限授業

20 火 テスト週間　⑥宕陰太鼓

21 水
科学センター学習４・６年　１万歩運動の
日  ＳＣ来校   ⑥非行防止教室８・９年

22 木
６限授業　フッ化物洗口
ＡＬＴ来校

23 金
嵯峨小交流日
（宕陰キラキラ 1st）

24 土

25 日

26 月 プール授業開始　にこにこの日

27 火 ⑥委員会

28 水
期末テストⅠ8･9年
1万歩運動の日　ＳＣ来校

29 木 期末テストⅡ8･9年　フッ化物洗口

30 金
期末テストⅢ8･9年　計算大会
嵯峨小交流予備日

　７日（金）漢字検定・漢字大会
１３日（木）～１４日（金）
                サマーキャンプ４・６年
１４日（金）巡回文庫・自由参観
１４日（金）～１９日（水）個別懇談会
２０日（木）終業式・支部生徒会交流会
２１日（金）～8／2３（水）夏季休業
２４日（月）・２５日（火）
                授業予備日・プール開放
２７日（木）市民検診１２～15:30

7月

 


